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平成16-19年度科学研究費補助金(基盤研究Ｂ(2)）公開シンポジウム南洋に渡った沖縄県出身移民

ニューカレドニアの日本人―痛ましいエピローグー

イスメットクルトヴィッチ

（歴史家，ニューカレドニア政府公文書館館長）

１９４１年１２月８日，ニューカレドニアの小さな村の村長室で，公式の会議が開かれる。

壁にはド・ゴール将軍の肖像が飾られ，マリアンヌ（訳注：フランス共和国の象徴）の胸

像も置かれている。村長は，すべての日本人の逮捕を命じる電報を何度も読み返す。戦争・

状態にある国の間での，この古典的なできごとは，いまだにニューカレドニア人の集団的

な記憶をよびさます，一連の不正義と，人の，そして家族の悲しみを予想させる。

実際，この逮捕は個々人に対しては手荒く，彼らの家族に対しては何の考慮もなく実施

される。数時間の間に，数百人の｢|本人が妻子と離れ離れになることを余儀なくされ，オ

ーストラリアの収容所に送られる。ニューカレドニア当局は収容期間を終えた彼らの帰還

要求を拒んだため，彼らは1946年に日本へ強制送還されることになる。

この戯曲は，孤独と隣人からの恥辱に直面した，ヨーロッパ人ないしメラネシア人の妻

たちの悲嘆を呼び起こす。夫の財産を奪われた彼女らの人生は1兆|雌をきわめた。

より悲劇的だったのは，一夜にして、そして大多数にとっては永遠に，父親を奪われた

数百人の混血の子どもたちの運命である。日本語の名前とともに生き，そして成人し，彼

らは父親，さらには彼との別れという悲しい記憶を持ち続け，伝えてきた。

ニューカレドニアを第二のﾈ[1国とし，離れ離れになった子どもたちとの記憶のなかで残

りの人生を送った男たちの嘆きと悲しみも記'億にとどめなければならない。

今日，日本人の血を引くニューカレドニア人は、カナダやアメリカ合衆国にならってフ

ランス政府がやらなければならない謝罪と`思いやりの表1ﾘ]を静かに待っている。

この戯曲は，この太平洋の歴史の一こまを証言し，また表舞台に出すために書かれた。

（大石太郎訳）
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